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除1例であった.全例根治度 B手術がなされ,5

生率は 34,5%であった.9例 に No.16転移 を認

め,転移個数は平均 6個であった.9例の生存期

間は平均 22ヶ月,MSTは 449日で,3例 が無再

発生存中である.術前化学療法後にNo.16部活を

施行 した 1例で No.16転移 を認めたものの長期

無再発生存を認めた. しかし,D2,D3部活を施

行 したf-StagemA,mB,Ⅳ症例の生存率を比較

したところ,No.16部活効果は認められなかった.
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【目的 ･対象】当科における小腸腺癌症例の症

状や特徴につき臨床病理学的に検討 した.対象は

2001年 1月から2008年 10月までに当科で手術

を施行 した小腸腺癌6例.

【結果】局在は空腸 2例,回腸 射乳 診断は平滑

筋腫 1例,GISTl例,過誤腫 1例 ,カルチノイ ド

1例 ,癌 2例.症状は腹痛 3例,下血 2例で他 1例

は小腸腫癌による症状はなかった.術前に小腸腺

癌と診断 し得た症例は3例でいずれもCTにて診

断 されたが,残 り3例 もretorospectiveな読影で

腫癌を疑 うことができた.壁外性発育の平滑筋腫,

GISTはサイズが大きく,痛,カルチノイ ドは深

達磨,脈管侵襲が高度であった.

【結論】小腸漉癌は比較的進行 した状態で発見

されることが多く,早期診断は困難であった.CT

の詳細な読影により診断率が上昇すると考えられ

た.
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イマチニブ耐性 GIST愚者に対する新規分子標

的薬スニチニプ (ス-テン ト⑭)の臨床成績を報

告する.愚者は男性 8名,女性 3名,平均年齢は

58.7歳.11名車6名においてグレー ト3の副作用

が認められた.休薬の最 も多い原因は血小板減少

と好中球減少で,それぞれ 3名であった.2コ-

スまで終1した6名における抗腺癌効果はSDが

5名,PRが 1名であり,PDは認めなかった.110

日と135日で増悪が確定 した2名が,それぞれ治

療後 26週,47週で死亡 している.スニチニブ治

療はイマチニブ耐性 GIST患者に対 して高い確率

で魔境進行を抑える.一方,血液毒性の発現は高

度であり了慎重な管理が必要である.


